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【緒言】 

ソフトテニスの技術は大きく 4 つに分けられ,サービス,

グラウンドストローク(フォアハンド・バックハンド),ボ

レー,スマッシュとある.その中でも,サービスはゲームの

初めの打球であり,誰にも妨害されずに自分の意思とリズ

ムで打てる唯一のストロークである. その為,サーバーは

主導権を持っており,ファーストサービスは常に攻撃的武

器となり勝敗を左右するものである.また,近代テニスに

おいては速いサーブを打てる事は試合で勝利する条件の

1つであると考えられている. 

本研究は，ソフトテニスのスライスサービスのサービス

スピードに影響する要因を背筋力，握力，立ち幅跳び,打

点の高さから検討した.さらに、１日の練習前後で各測定

項目の変化を比較し，よりスピードが速く攻撃的なサービ

スを打つ為の要因を探り，競技力向上への一助となること

を目的とした. 

【方法】 

対象者は某大学軟式庭球部に所属する女子現役部員 6

名(年齢:20.1±1.1 歳,身長:157±5.6cm,体重:50.5±

5.3kg)とした.被験者は全て右利きに統一した.被験者に

は,ウォームアップを 20 分行った後に握力 2 回,背筋力 5

回,立ち幅跳び両足 2 回の測定を行い,サービスが 10 球入

るまで打たせた.サーブ動作をハイスピードカメラ 3 台用

いて撮影した.その後 1 日練習を行い,練習後に同じ条件,

項目での測定を行った.サービススピード,打点の高さ,背

筋力,握力,立ち幅跳びの関係をピアソンの相関係数を用

いて分析した.また,練習前後の各種変数の変化を対応の

ある t 検定を用いて分析した.統計学的有意水準は危険率

5％未満とした.また,10％未満は傾向ありとした. 

【結果】 

実験の結果，練習後の背筋力は練習前より有意に高かっ

た.練習前(81.05kg),練習後(101.57kg).また,練習後には

サービススピードと相関傾向がみられた(r=0.89,p<0.10). 

一方，練習前後での握力に,有意な差は認められなかった.

ただし,練習前の握力とサービススピードには強い相関が

みられた(r=0.87,p<0.05).さらに,練習前後での打点の高

さには有意差は認められなかったが,練習前の打点の高さ

と サ ー ビ ス ス ピ ー ド に は 強 い 相 関 が み ら れ た

(r=0.65,p<0.05).さらに,練習前後での打点の高さには有

意差は認められなかったが,練習前の打点の高さとサービ

ススピードには強い相関がみられ(r=0.80,p<0.05),練習

後には中程度の相関がみられた(r=0.65,p<0.05).  

【考察】 

実験の結果, 練習後の方がサービススピードは上がる

傾向がみられた.一方,背筋力は練習前後で有意に向上し,

かつ練習後の背筋力とサービススピードには強い相関が

みられた. これらのことから,背筋力はある程度サービス

スピード向上に貢献し,かつ練習前でのウォーミングアッ

プで背筋などサービスに必要な筋が十分活性化されてい

なかったことが推察された.したがって,今後ウォーミン

グアップにて適切に背筋力を活性化することで,練習や試

合の冒頭から自身の背筋力を最大限活用して速いサービ

スを打てるようになる可能性が考えられる.一方,サービ

ススピードには打点の高さも強く影響する.ただし,打点

の高さは練習前で変化しないことから,ウォーミングアッ

プなどで修正できる要素ではないものと推察される.この

事から,サービススピードには打点の高さが関係している

と考えられるが,練習やウォーミングアップの有無で大き

く変化しないことが推察される.つまり,熟練選手の技術

的な要因は,ある程度固定化されていることを示唆してい

るものと考えられる.したがって,熟練選手の競技パフォ

ーマンス向上には,より背筋力などの筋力改善手法の構築

が必要であると考えられた. 

【まとめ】 

 本研究では,サービススピードには背筋力と握力や打

点の高さが関係していることが示された.特に背筋力は練

習を通じて向上することから,事前に充分活性化させてお

くことがサービススピード向上に必要であると考えられ

た. 


